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第一章  Int roduct ion  では、研究の背景と目的を述べている。  
第二章  Re lated  Work では、本論文の 4 つの提案方式の関連研究について
まとめている。 1)  Transpor t  Protoco l s  では、各種のトランスポートプロト
コルを紹介すると共に、既存プロトコルでは期待されるスループットが得ら
れない問題を指摘している。 2)  Over lay Networks  では、オーバレイネット
ワークの紹介を行うと共に、既存の TCP 適用時の問題をまとめている。 3)  
Mul t ipath  Data  Trans fer  Techniques  では、複数経路を利用する並列データ
転送技術を紹介すると共に、従来手法の TCP の性能低下の問題を指摘してい
る。 4)  Topo logy  Discovery  Techniques  では、従来のスイッチ管理用プロト
コルを紹介すると共に、従来プロトコルでは多くのネットワークのトポロジ
検出ができない問題点を指摘している。  
第三章  TCP-Booster では、TCP/ IP の通信高速化装置である TCP-Boos ter
を提案している。具体的には、 TCP- Boos ter の構成、各部の概要、以降に述
べる各種の提案方式の適用箇所をまとめている。 TCP- Boos ter により、各章
の提案方式を活用した TCP/ IP 通信を実環境に導入でき、それぞれのネット
ワークの特性に合わせた通信をユーザに提供できる。  















ノードに滞留するデータ量を 1 /100 に削減するなどの効果を達成した。  





序が元のデータ通りになるようにスケジューリングを行う。 2 つの Wi-Fi チ
ャンネルが同時利用可能な環境において、データ転送速度を従来比最大 3 倍
改善し、Wi-Fi の合計帯域に近い実効性能が得られることを示している。  










体からの光空間通信として 6 .6Gbps の実効データ転送を達成した。既存 TCP




を用いて東京から LA までの専用線区間を約 10 倍高速化し、東京・ニューヨ
ーク間を 30Mbps で接続することに成功した。大手 CDN 業者を利用した場
合は 2 割程度の性能改善に留まり、提案方式による優位性を確認した。   
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